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はじめに

延岡保健所管内高齢化率

３２．５％ （H30.3.1現在）

体制整備は喫緊の課題

低栄養予防 フレイル（虚弱）予防
高齢者

「食べること」



健康長寿日本一を目指して
地域包括ケアシステムの構築に向け、
「高齢者の低栄養予防」をテーマに取り組み、
「見える化」し、普及させる
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 介護予防分野で「栄養・食生活」が重要な存在で
あるという認識が薄い

 予防に重要な役割を担う管理栄養士の関わりが薄い
 栄養指導媒体が少ない



（１）実態把握（平成27年度）

対象：延岡市在宅介護支援事業者連絡会参加者

居宅介護支援事業所・地域包括支援センター等

約90事業所のケアマネージャー等130名

内容： 「地域栄養ケア」に関する簡易アンケート
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方 法

（２）人材育成（平成26年度～）

対象：市管理栄養士・在宅栄養士

内容：延岡保健所管内栄養担当者会で、毎年

年１回程度 「地域包括ケア・在宅栄養ケア」に

関する研修会を実施



対象を介護度の低い要支援者に絞る

担当者会当日やメール等で確認・修正
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予防的な視点で分野毎に分担・作成

（３）栄養指導媒体作成（平成28年度～）

＜平成２９年度＞
各管理栄養士の「介護者が作りやすく共に食べやすいレシピ」
（嚥下調整食３・４）を集約、試作を行ってレシピを作成

作り方・量の確認、
撮影用調理を実施
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嚥下調整食分類２０１３とは？
日本摂食嚥下リハビリテーション学会が2013年に

提唱した分類

医療・福祉関係者が共通して使用できる食形態分類
の統一基準

診療報酬・介護報酬の基準としても使用されている

施設・地域間での食形態の違いを無くす指標

嚥下調整食３
形はあるが、口腔内で押しつぶしが容易
食塊としてばらけず、嚥下しやすい

嚥下調整食４
形があり、固すぎす゛、ばらけにくく、
はりつきにくいもの。箸で切れるやわらかさ



（１）実態把握 簡易アンケート結果

81 / 130名 （回答率62.3%）
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結 果

複数回答で
施設に所属しない
管理栄養士・

栄養士との関わり
６名（7.4%）
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【困っている点】

 低栄養を予防するための方法

 在宅での食事制限

 摂食・嚥下状態に見合った食事の提供方法

 栄養指導が必要な時に相談先がわからない

【望むこと】

 在宅訪問栄養指導が行えるようになれば良い

 栄養士の派遣があれば、在宅栄養管理が向上
するのではないか 等



平成26年度 「在宅訪問栄養指導～栄養アセスメント指導の方法～」
講師 地域活動管理栄養士

平成28年度
１回目 「診療報酬改正に伴う嚥下調整食学会分類2013について」

「嚥下調整食試作・市販嚥下食試食」
２回目 「地域包括ケアにおける地域栄養指導を考える」

各講師 地域活動管理栄養士

３ヶ年で実施 参加者は毎回１０名程度
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（２）人材育成 「延岡保健所管内栄養担当者会」

平成27年度 「包括ケアシステムと在宅医療・介護連携について」
講師 延岡市高齢福祉課職員
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①低栄養予防全般

・低栄養状態
セルフチェック

・予防のための生活習慣
・脱水予防
・口腔ケア 等

（３）栄養指導媒体作成
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②献立作成・食べ方の工夫

・標準体重・必要エネルギー
算出方法

・１日約1600kcalの献立例
とその1日の食品別目安量

・食べ方の工夫 等
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③摂食・嚥下機能低下者向け

・加齢による身体の変化
チェック

・食事介助の注意点
・食事を食べやすくする

調理法
・食べやすい食品選択法

等
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④既製品利用で栄養
バランスをとる方法

⑤ホームフリージング
・1日の望ましい目安量

⑥作りやすく
食べやすい嚥下食
レシピ

の計６種類が完成
（Ａ４又はＡ３の

両面カラー印刷）



（１）実態把握

・ 栄養士のマンパワー不足

・ 栄養に関する相談窓口が不明

・ 栄養・食生活に関する情報が少ない
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考察 と まとめ

 市介護保険部門への管理栄養士配置に向け、
市管理栄養士配置部署と高齢福祉・介護部署
との連携が密になるよう支援

 関係機関への「高齢者の低栄養予防」の理解
の周知・協力獲得に努める



（２）人材育成

・ 「栄養管理情報提供書」を有効活用した

更なる栄養管理の情報ネットワークの強化

・ 在宅訪問栄養指導の実現

・ 栄養相談窓口の明確化
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栄養士全体の人材育成強化

診療報酬・介護報酬改定の流れに
合わせた栄養改善への意識統一



（３）栄養指導媒体作成

「高齢者の低栄養予防」をテーマに

栄養の重要性の「見える化」の一歩として、

栄養指導媒体が作成できた意義は大きい
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 作成に関わった管理栄養士の地域活動への
意欲が向上 → 健康教育の講師派遣を繋ぐ

 通所介護事業所等への媒体周知と活用促進

 当保健所ホームページからの媒体活用促進



健康長寿日本一を目指して

高齢者の栄養・食生活の重要性について
の普及活動を通して、高齢者の健康長寿
に繫がるよう体制整備を行っていきたい
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